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Logos

宇宙の生きた知性

Harmonismの基礎的な哲学の一部。参照: Philosophy/Doctrine/Harmonic Realism、Philosophy/Doctrine/The Absolute、The Void、Philosophy/Doctrine/The Cosmos、Logos and Language、The Human Being。




認識

Logosはすべての存在に息吹を与える生ける知性である――宇宙の支配的な組織化原理、あらゆるスケールで反復する分割不可能なパターン、すべての存在に内在する第5元素の調和的意志。Logosは多くの力のうちの一つではなく、あらゆる力が一貫性を持つ原理である。それは外部から強要されるのではなく、内部から開示される――宇宙が自らを秩序へと表現する論理である。秩序は元々かつ正確に、秩序を意味する。

Harmonismの存在論では、宇宙は顕現した神である――絶対者の顕命的な極、顕現そのもの。Logosはその顕現の内に内在する組織化する知性である。顕命的な極がいかに認識可能であるか、秩序の自己開示。魂が身体にあるように、調和が音楽にあるように、Logosは宇宙にある。絶対者としての神は宇宙とLogosの両方を超える――虚無の次元は依然として難解的であり、前存在論的であり、顕現が生じ、そこに解散する孕みの沈黙である。しかし神について知ることができるすべてはLogosを通じて知られる。なぜなら、Logosが知ることそのものだからである。知識可能な秩序の自己開示。伝統が神は認識可能であると言うとき、それはLogosを通じて開示される宇宙について語っている。神は未知であると言うとき、それは虚無について語っている。

宇宙がそのような知性によって秩序付けられているという事実は、ギリシャの独自性ではなく、東洋の輸入でもなく、調和主義の発明でもない。それは十分な規律を持って内向きに転じ、表面下の構造を認識したあらゆる文明の合意である――そして、彼らの名前の収束は、各伝統がマップしているものが同じ現実であることの最も強力な利用可能な証拠である。五つの魂の地図は存在論的スケールでこの収束を、魂の構造に基づいて固定する。Logosの超文明的な命名は、教義的スケールでそれを、宇宙の構造に基づいて固定する。同じ伝統クラスターが魂をマップした者は、彼らが発見した宇宙の秩序に名前を付けた――二つのレジスターで見た一つのアーキテクチャ。

ヴェーダの伝統は、地球上で宇宙的教義の最も長く継続的な表現であり、この知性をṚtaと名づける――季節が回転する宇宙的リズム、星がその針路を保つ、創造の吸気と呼気が維持される。サンスクリット語の強調はリズムに落ちる(Ṛta、真に配置された)。ギリシャ語の強調は知識可能性に落ちる(Logos、語られたもの、集められたもの)。同じ現実が異なった文明的周波数を通じて屈折している。人間がṚtaと整合することのヴェーダ語はダルマである――Logosとカルマと並んで調和主義がそのワーキング語彙に直接採用した三つの伝統特有の用語の一つ。サナータナ・ダルマ、永遠自然の道は、ギリシャの哲学がその独自の文法の内から後に表現することになったものを明確にした。二つの伝統が出会った場所――サンスクリットṚtaをラテンrītusとrectusに、ギリシャartusとaretēに結び付けるインド・ヨーロッパ言語の基盤の中で――それらは既に、最も深い語源的レベルで、同じ認識について話していた。

ギリシャ語の表現はヘラクレイトスから始まる――すべてのことはこのLogosに従って起こる――ストア派を通じた深化はlogos spermatikos、物質を秩序ある創造へと形成する種子的理性へ、そしてプロティノスの流出論における形而上学的な頂点へと達する。ギリシャの遺産はヨハネの福音書の序章――en archē ēn ho Logos、初めにLogosがあった――を通じてキリスト教の形而上学に直接流れ込み、マクシムス・コンフェッソルのlogoiの教義に達する。すべての創造された存在はその中に神的Logosの光線を担い、魂の仕事はその独自の内的logosをLogos自体に整合させることである。ヘシュカズムの系統はこの認識を生きた観想的実践として保つ――nousのkardiaへの下降は、人間のlogosが宇宙のLogosを認識する内向きの転向を通じて。Logosはキリスト教が、その最も深い内部から語るとき、あらゆる伝統が命名しているものである。

イスラム教の伝統は一神教的降伏の文法を通じて同じ認識を命名する。スンナット・アッラー――創造における神の道――は宇宙が秩序付けられている不変の神的パターンのための聖句的な用語である。カリマット・アッラー――神の言葉――はLogos自体の同族であり、すべてのものが存在へと来る神の言葉。スーフィーの伝統、特にイブン・アラビーのワフダト・アル・ウジュードを通じて、アル・ハック――実在、真実――の形而上学を、すべての顕現形式が参加する宇宙秩序付けの原理として表現する。アーキテクチャはギリシャとヴェーダと同一である。屈折はイスラム教の降伏文法である。

中国の伝統はタオ――道――と命名する。万物が生じ、そこへ戻る名付けられない源。道徳経の冒頭の行――語ることができるタオは永遠のタオではない――ウパニシャッドのneti netiとキリスト教の難解的伝統が符号化するものと同じ認識を符号化する。宇宙秩序付けの原理はあらゆる名前を超える、たとえそれがあらゆる形式を通じて顕現するにせよ。中国語の用語は日本語で道へ、韓国語でDoへ流れ込み、修養芸術(合気道、剣道、柔道)の中へと宇宙的原理として具現化された規律を通じて操作可能なものとして。エジプトの祭司的科学はマアト――宇宙秩序、真実、正義、世界の正しい秩序――と命名し、各魂の心を宇宙的均衡の羽に対して量る女神として描写される。アヴェスター教の伝統はアシャ――各状況に適合する真実、物理的、倫理的、精神的現実の正しい秩序――と命名する。リトアニアのロムヴァ伝統は、その言語がヨーロッパではサンスクリット語に最も近く、ダルナ――調和、正しい関係――と命名する。ラテンの哲学的遺産はレックス・ナトゥラリス――自然法――として担い、ローマの法学的継承を通じてそれ自身を西洋法の基礎へと遺産する。数百のコロンブス前のアメリカン伝統は数百の名前の下にそれを命名し、ほとんどが道または秩序に翻訳され――すべての民族の特定の方言を通じて伝えられた認識、いかなる民族の財産にもならないまま。

これは折衷主義ではない。それは教義的なレジスターで地図的な収束がどのように見えるかである。名前は異なり、領土は一つである。調和主義はLogosを主要な用語として使う――西洋にその作業的な哲学的語彙を与え、キリスト教・ヘシュカスム的な遺産がそれを後期ヘレニズム世紀を通じて担ったギリシャ語の系統を敬う――そしてṚtaを敬いあるヴェーダの同族として。他の名前は同じ現実への追加的な証人として読まれ、同じ概念的領土の競争者ではない。

同じ収束は各伝統自身の中で神がいかに構造化されているかの表現の中に保たれている。スーフィー神学はディート、神の未知の本質を、スィファート、神が経験可能になる顕現された属性から区別する。パラマス派正教会は未知の神聖な本質を、神が創造に作用する認識可能な神聖なエネルギーから区別する。ヴェーダンタはニルグナ・ブラフマン――属性のないブラフマン、難解的根拠――をサグナ・ブラフマン、属性のあるブラフマン、顕命的表現から区別する。パターンは普遍的である。なぜなら、区別は存在論的に現実だからである。神聖なものは顕現されない根拠と顕現した表現の両方を持ち、二つは分離することなく同一であることはできない。宇宙は調和主義の顕命的表現の用語であり、Logosはその表現内の内在する組織化知性である――神がいかに認識可能になるか、パターン化可能になるか、整合可能になるか。





創造-破壊力としてのLogos

Logosを「組織化原理」に縮小することは、Logosが実際にはどのようなものであるかを過小評価する。Logosは存在する物の構造を持つ文法だけではなく、存在に物をもたらす創造力、そしてそれらをソースに返す溶解力でもある。秩序と流動は調和主義の見解では反対ではない――それらは絶えず創造、維持、および破壊する単一の主権知性の二つの顔である。

ヘラクレイトスは西洋に言葉Logosを与えたのは、秩序を火から分離しなかった。彼は彼らを同一化した。永遠の火、尺度で点火し、尺度で消える――燃焼自体のリズムとしてのLogos、世界が点火し消える尺度。ヴェーダの伝統では、Ṛtaは同時に星をその針路に保つ宇宙的秩序と宇宙が継続的に新しく生まれる法則――季節のサイクル、形式の死と復帰、創造の吸気と呼気。シヴァイズム伝統は同じ認識をタンディアヴァ――シヴァの宇宙の踊り、単一の途切れない動きで創造、保存、破壊する踊り――のイメージで符号化する。創造と破壊は静的秩序に起こるイベントではない。それらは秩序そのもの、動きに。

したがって、Logosは伝統が常に神の力と呼んだものの全体の寸法を持つ。それは生成的である――意識が形式に自身を分化させる力、非顕現的なものが顕現的になる力、無限が有限の衣を着る力。それは維持的である――パターンが一貫性を保つ力、オークが季節を通じてオークとして留まる力、人体が形式を失うことなく細胞ごとに再生する力。そしてそれは溶解的である――形式がソースに返る力、もはや役立つ構造が作られていない力、死が新しい生命のための地を清める力。Logosを存在する物の知識可能性としてのみ語り、存在をもたらし、それを戻す力としてではなく、現実の半分について語ることである。

これは、宇宙が固定されたルールで実行される静的な機械ではなく、継続的に自身を創造する生きたプロセスである理由である。物理学が記述する法則は、物質的レジスターでLogosがいかに動作するかにおける規則性である――しかし、Logosそれ自体は根拠の知識であり、その知識は生きている。それは応答する。それは参加する。それがそれを秩序付ける外部にはない。





二重の観察可能性

Logosは直接観察可能であり、同時に二つのレジスターで観察可能である。これを認識することは、物質主義的縮小と理想主義的回避の両方を回避するために不可欠である。

経験的レジスターでは、Logosは自然法として自身を示す――科学が記述する規則性、物理学の数学的構造、原子から銀河的にまで反復する神聖幾何学の比率、生物学的成長のパターン、あらゆるスケールでの因果関係の論理。あらゆる科学的発見はLogosの開示である。現実のスライスを正常に記述するあらゆる方程式は、仕事の組織化知性の瞬間的な一瞥である。科学はLogosの認識に対立していない。それはLogosが知覚される方式の一つである。現代科学主義の誤りは、それが自然を観察することではない――誤りは、それが自然であることの観察がそれが何であるかを完全に使い果たすと主張し、Logosも開示するさらなるレジスターを拒否することである。

形而上学的レジスターでは、Logosは自然現象の微妙な次元として自身を示す――行為と結果が時間を通じて対応するカルマ的パターン、エネルギー体に見える因果署名、内部状態が外部現実を形成する共鳴、人生の認識可能な円弧が独自の隠された論理を開示する。経験的観察がキャプチャするもので法則、形而上学的認識がキャプチャするもので意味。同じ現実、二つの異なる能力から見ている。微妙知覚の能力を培養した人――持続されたPresenceを通じて、瞑想的なチャクラシステムの調整を通じて、あらゆる瞑想的伝統の規律を通じて――は科学者とは異なる宇宙を見ない。彼らはより完全に同じ宇宙を見る。彼らはその因果関係を、通常の感覚認識が達することができないレジスターに拡張されるのを見る。

両方の観察モードは正当である。両方は実際の知識をもたらす。Philosophy/Doctrine/Harmonic Realismははそれらを統合する。感覚経験主義と瞑想的形而上学的認識は、単一の多次元現実を開示するための二つの補完的な道具として。どちらか一方だけでは十分ではない。形而上学のない経験主義はあなたに意味のないメカニズムを与える。経験主義のない形而上学はあなたに実際の世界から解き放たれた意味を与える。Logosは両方に開示され、両方を求める。





Logos、ダルマ、カルマ――三つのスケールでの一つの現実の三つの名前

Logosが各行為の内部形状をいかに返すかの完全なアーキテクチャ――経験的およびカルマ的レジスターは一つの忠実性として――は多次元因果関係で表現されている。ここでの処理は、その各自身のカスケードレジスターでの三つの荷重担当用語(Logos、ダルマ、カルマ)を区別する。カルマは多次元因果関係内に座り、その道徳的因果的微妙な顔のための固有名詞用語として。

Logos、ダルマ、カルマは、しばしば緩い使用法で交換可能に話される。調和主義はそれらが同じ現実の別個のスケールで操作するため、正確にそれらを区別する。

Logosは宇宙の秩序それ自体である――宇宙の内在する知識、客観的で非個人的な、いかなる存在がそれを知覚するかどうかに関係なく動作。Logosは誰のためのものではない法則ではない。それは現実そのものの構造である。重力は信仰を必要としない。Logosも同じではない。

ダルマはLogosとの人間の整合である――宇宙の秩序を正確に知覚することから従うと倫理的、精神的、および実践的な対応。ダルマは、意思のある存在が意識的に培養することを通じてそれに同意するとき、Logosが何であるかである。星が思慮なく従う同じ秩序、人間は選択を通じて培養を通じて尊重しなければならない。Philosophy/Horizons/The Way of Harmonyを歩むことは、ダルマで歩むことであり、これは人間のスケールでLogosで歩むことである。

カルマは道徳的因果領域で表現されたLogosである――選択肢が結果になる領域で対応する行為とその結果の分割不可能な署名、共鳴が運命になる。カルマは別個の宇宙簿記係ではない。それは秩序の知識可能性が操作しているのと同じであり、行為と返還が選択肢になる道徳的次元。仏教とヒンドゥー教の伝統が種として、果としてと言うとき、彼らは道徳的次元でのLogosの忠実性を記述している――現実が偽の通貨を受け入れることの拒否。あなたがまいたものを刈り取る、なぜなら現実は秩序付けられており、秩序は行為と返還の領域に拡張されるからである。

三つの名前は、三つの異なる現実を説明していない。彼らは同じLogosを三つのスケールで見た方を説明している。宇宙的知識可能性、人間の整合、道徳的因果性。ここの精度は重要である。なぜなら、区別が崩壊すると、実践はその錨を失うからである。ダルマをカルマと混同する人は、自分が宇宙法に従っていると想像する。実は、彼らは単に結果を操作しようとしている。LogosをダルマとLogosと混同する人は、宇宙が志願主義の意味で彼らに命令していると想像する。実は、宇宙は単にその構造を開示し、整合を彼らの主権に残す。区別は彼らが指す真実を保護する。





宇宙の意志――選択ではなく、先見の明

「宇宙の意志」というフレーズの最も持続的な誤読の一つは、君主がどこかで布令を発行しているような神を想像する。調和主義はこれをカテゴリー誤りとして拒否する。宇宙は志願主義の意味で「決定」しない。それは自身の固有の傾向に従い、自身の固有の論理に従い、自身の自発的自己秩序に従う。ストア派が先見の明と呼んだもの――自然に固有の摂理的先見――はより密接な翻訳である。ヴェーダ伝統がṚtaと呼ぶもの――その必要性によって流れる宇宙的秩序――は同じ認識である。タオは下り坂に流れることを選択しない。下り坂に流れる水*はタオである。宇宙の「意志」は中立基盤を中断する主権的選択のシーケンスではない。それはLogosの固有の方向知識である。

これはLogosを個人的なものより少ないものにしない――それはLogosを個人的なものより多くにする。人格は人間的スケールでそれを経験する方法である。人間的な個人性はLogosのモード、Logosが何であるかの天井ではない。心を通じてLogosに接近するときに意識が心に向ける個人的な顔について話す伝統――神であると愛する者として、父として、母として、友人として――は同じ現実の異なるレジスターから話している。非個人的絶対について話す伝統――ゴッドヘッド、一、非生まれ――同じ現実からの異なるアプローチレジスターから話す。両方は真実。Logosは個人的で非個人的、個人的で宇宙的、親密で主権的である――人間の存在内のどの能力がそれに従事しているかに依存する。

実用的な含意は決定的である。自分は請願しない宇宙をそのコースを変えるようにしない。人は既に流れている現在の宇宙に整合する。祈り、正しく理解されるときは、外部の権威に提出された請願ではない――それは個々の意志を既に進行中の宇宙的意志への調整である。恵み、正しく理解されるときは、外部からの恣意的な介入ではない――それは整合の結果であり、既に仕事をしていた知識との協力の感じられた経験である。





Logosと第5元素

Logosを顕現世界で操作するものは第5元素である――宇宙の微妙エネルギー基板、意図の力の表現として触知的な因果力。最初の四つの要素――地、水、空気、火――は物質現実を構成するエネルギー意識の密集された状態である。第5元素は、すべての四つを支える微妙な次元であり、Logosが世界に作用する因果媒体である。

Logosは第5元素を通じて操作する。Logosが知識可能性である場合、第5元素は効能の媒体である――宇宙的スケールでの神聖意志の物質、人間的スケールでの意図と意識の物質。本当の存在の各行為、目的の熟慮形成、一貫した意図はすべて第5元素への参加であり、したがってLogosへの参加である。これが、微妙なエネルギーを培養する伝統――ヨガ的、道教的、シャーマン的、スーフィー的、ヘシュカスム的――Logosが記述する現実とは異なる現実を追求していない理由である。彼らは、Logosが有効になる媒体への直接的な関係を培養している。

人間の存在は、このアーキテクチャ全体の小宇宙である。チャクラシステムは、意識の完全なスペクトラム全体で人間の経験にLogosが通過する構造である――生存から宇宙的認識、根から根の根付き性から皇冠の普遍的意識への解散まで。魂――アートマン、8番目のセンター――個々の意識と普遍的意識が一つである点であり、絶対者自体の分割不可能である、同じ第5元素によってアニメーションされる全体をアニメーションする。Logos内で目覚めることは、Logosである全体に目覚めることである。





神は創造から分離していない

数千年の外在的な宗教を腐食させてきた基本的な誤りは、神と創造が分離しているという考えである――神上にあり、超越的で遠く、外から命令を発行し、一方創造は下にあり、物質に放逐され、本質的に疎外された。これは根に存在論的破裂を作り出す。人間の存在は基本的に神から分離されており、外部の権威からの仲介によってのみ救われた。

調和主義はこれを最終的に拒否する。創造者と創造は別個だが、決して分離していない。虚無(超越)と宇宙(内在)は一つの分割不可能な全体の二つの極である。神は創造の外に座り、弦を引くのではない。宇宙は顕現した神であり、Logosは固有の知識――生命力、組織化原理――によって顕現が一貫性を保つ。宇宙は神の中に存在し、神の意識的なエネルギーで構成されている。すべての原子、すべての細胞、すべての思考、すべての経験の瞬間は神が自身を表現している。

これはパンテイズムではない――神と自然が平らに同一であるという主張。それが真実であれば、石は覚醒した人間と同じように意識的であり、変換は不可能であろう。正しい位置はヴェーダンタが呼ぶブラフマンは本物である。世界は本物である。ブラフマンだけが究極的に本物である。神聖なものは、すべての形式の下にある基本的な現実である。その意識的なエネルギー場の中で、意識の無限の表現が可能である、慣性から至高に覚醒した範囲。世界はLogosが本物であるために本物であり、世界がLogosのエネルギーを顕現することは本当である。しかし、世界は神があるすべてを使い果たさない。虚無は残る――いかなる顕現も含むことができない後生的な地平。

これはまさにHarmonismが限定不二論が意味するものである。最も深い真実は統一である――絶対者だけが存在し、無限の形式で顕現する。しかし、その統一の中で、本当の区別は本当である――創造者と創造は同じではなく、虚無と宇宙は同じではなく、神の超越的側面と内在する存在は同じではない。ただし分離することはできない。





中道――物質主義と素朴な神学主義を超えて

Philosophy/Doctrine/Harmonic Realismは、現代の時代の二つの主要な混乱の間に道を描く。

一方は縮小的物質主義――現実は究極的には粒子と力に過ぎないという主張、意識は脳化学の副産物、宇宙は盲目的な物理法則に従って前進する無関心なメカニズム、そして意味、目的、および神聖さは基盤のない人間の投影。このスタンスはその基礎で矛盾している。物質だけが実際であるという主張はそれ自体が形而上学的な主張であり、経験的データを超えており、それが拒否することを主張する正確に那種の信仰を必要とする。

他方では素朴な神学主義――神はいくつかの超越的領域のボランタリスト個人的存在であり、恣意的な布令を発行し、奇跡的介入を通じて自然法を一時停止し、外部の仲介者への降伏を要求する。このスタンスは本当の人間の代理人と理解の可能性を空にする。それは創造の外に神を置き、Logosの関係の顔と全体Logosを混同する。

調和主義はその両方を拒否し、常にそれらが会うべき理由に立つ。現実は基本的に意識的で生きている知識――Logos――によって秩序付けられている。両方の超越的で内在的である。顕現宇宙の固有の組織化知識として動作する。虚無は、依然として難解的な次元であり、Logosさえも超える。この知識は至高に本当で、人間の投影ではない。それは普遍的な法則――物理的、因果的、倫理的、カルマ的――に従って操作する。これらは恣意的ではなく、現実の知識可能性の非常の構造である。それは同時に二つのレジスターで観察可能である。経験的には、自然法として。形而上学的に、培養された知覚へのアクセス可能な微妙な因果次元として。物質世界は邪悪でも劣ったものでもなく、神聖な創造性の必要な表現であり、意識がそれ自身を具現化し、自身を知ることができる土壌。そして人間の存在は外部からの救助を必要とする犠牲者ではなく、神聖な存在であり、自由意志を持ち、目覚めた能力を通じてLogosを直接知覚することができ、ダルマの実践を通じてLogosとの整合に責任を持つ。

これはあらゆる本当の神秘的伝統の位置である。神は本物であり、知識可能であり、盲目の信仰を通じてではなく、直接の経験を通じて。人間の存在は神聖である本質であり、そのタスクは、既に人が何であるかを目覚めることである。そして道は外部の権威への降伏ではなく、現実そのものの最も深い自然との整合である。





Logosとダルマ

Harmonismでは、Logosとダルマの間の関係は外部ではない。それらは単一の円弧の二つの側面である。

Logosは宇宙の秩序である――現実の客観的な構造、物事の方法、因果関係とパターンの開示。Logosは外部から押し付けられた規則のセットではなく、それが何であるかの開示である。

ダルマは、その秩序との人間の整合である――その秩序を正確に知覚することから従うと倫理的対応。人が明確に現実を見るとき、正しい行動は明白になる。人生を維持するもの、理解を深めるもの、接続のウェブを強化するものは、整合されている。分割し、歪め、分離するものは、不整合である。ダルマを実践することは、Logosで歩むことである。ダルマに違反することは、現実自体に違反し、したがってカルマを通じて避けられない結果を苦しむことである。Logosは道徳的因果領域で操作している。

これが、調和主義の倫理が恣意的なルールも単なる好みではない理由である。それは現実の構造の反映である。ダルマを尊重することは、Logosを尊重することである。そして、Logosを尊重することは、顕現宇宙である神の意識的で生きている知識に参加することである。

人間がLogosと整合する方法の完全な教義的処理――その論理的必要性、その三つのスケール、その生きた形状、その三つの顔、それが何であり、それが何ではないか、その非常の因果的な鏡を通じて実装される、普遍的な文明的遺産、あらゆる時代の瞑想的伝統にまたがる生きた継続――ダルマ、このものの姉妹教義的記事に生きている。





Logosを知覚する人間の能力

人間的人生の最も深い可能性は、これから生まれる。Logosは私たちから分離していない。宇宙を秩序付ける同じ知識が、私たちの最も内側の本質として生きている。すべての存在をアニメーションする同じ第5元素が、私たちのエネルギー体を通じて流れ、目覚めを通じて直接知覚へのアクセスが流れる。

これは信念や知的同意を通じては達成されない。しかし、ほとんどの人々で休眠している能力の活性化を通じて達成される。このアクティベーションのアーキテクチャは、既に私たちの中に存在する――メタファーではなく、存在論的構造として。魂――アートマン、8番目のセンター――絶対者の分割不可能なものであり、個々の意識と普遍的意識が一つである点。魂が化肉するとき、それは七つの意識センターを通じて展開する――チャクラ――それぞれが光Logosが顕現的経験に輝く別個のポータル。

バクティ伝統からのイメージはこれを正確にキャプチャする。クリシュナは竹製のフルートを演奏し、生じた音楽は耐えがたく美しい。しかし、クリシュナはそれに含まれるもののためにフルートを演奏しない。それは空であるために演奏する。空心のリード抵抗を提供しない。神聖な息は障害なくそれを通過し、生じるのは純粋な共鳴である。人間はそのフルートである。チャクラは音楽が響く穴である。そして目覚めの実践は、各センターを濁す障害をクリアする実践である――それを通じて通過する神聖な周波数を消す、または歪める。

これがLogosが王冠だけに到達し、そこに留まらない理由である。それはすべてのセンターを通じて、具現化された経験のすべての次元に下降する。Logosは生存本能とそれ自身を地球に根ざした体で顕現する。Logosは創造的で性的なエネルギー、人生が自分自身を永続させる力の生の力で顕現する。Logosは意志と勇敢で、行動する火で顕現する。Logosは愛で顕現する――心の至福、温かさ、無条件接続としての神聖な存在の直接的知覚。Logosは表現で顕現し、真実を話す容量と言葉を通じて現実を形作る。Logosは洞察で顕現し、自分自身を知覚する意識の明確な光。Logosは王冠で顕現し、個々の認識は普遍的な認識に開かれ、生き物と創造主の間の境界は透明性に薄くなる。そして、Logosは魂そのものとして顕現する――8番目のセンター、アートマン――それは神から決して分離していなかったが、七つのセンターが提供する進行的な開放を通じてこれを発見する。

すべての伝統が人間を真剣にマップする。チャクラのヨガシステム、スーフィーlatā’if(神聖な属性は微妙センターとして顕現)、ヘシュカスムnousのkardiaへの下降、タオのdantiansを通じた精神の小宇宙軌道、アンデスQ’eroñawis、プラトン三部分の魂はNeoplatonicの上昇を通じて洗練された。収束は偶然ではない。それは、物質と精神の間の橋として、そして無限が自分を知ることができ、有限が神聖な自然に目覚めることができる実際の人間の構造を指す。(詳細な処理については、五つの魂の地図を参照してください。)

実践は概念では単純で、実行では厳しい。エネルギー体を障害から明確にし、瞑想と臨在を通じてシステムに調整し、本当な内部仕事を通じてチャクラを目覚めさせ、Logosへの接続は理論的ではなく、生きているものになる。すべての本当の神秘的伝統がこれを教える――自分の最も深い本質への内向きの旅は同時に外向きの旅Logosであるからである。それらは同じ旅である。フルートは音楽を作らない。それはそれを許す。





統合

完全な認識はこれである。Logosはすべての存在を浸透する生きた知識である――顕現宇宙の固有の組織化原理、宇宙が継続的に表現される創造的持続的破壊力、同時に自然法として、また因果的パターンとして、物理的規則性と道徳的因果性として開示する秩序。宇宙は顕現した神である。虚無は知識を超えた神である。Logosは顕現がいかに認識可能であるか、肯定的極の自己開示である。宇宙と虚無は絶対者を構成し、人間は、このアーキテクチャ全体の小宇宙として構成された――体と微妙なエネルギー場の内にLogosそのものが何であるかの完全な構造を含む。

人間の任務は神聖になることではない(我々は既に神聖です)。それは、我々がすでに何であるか目覚めること、Logosの直接的知覚を曇らせる障害をクリアすること、およびダルマの実践を通じてLogosと我々の意志を整合させることである。Philosophy/Horizons/The Way of Harmony。

これは可能である。あらゆる本当の神秘的伝統がそれを肯定する。人間はLogosを知ることができる――抽象的な神学としてではなく、生きた存在として、心に感じられ、心の目で知覚され、すべてをアニメーションする最も内側の意識として経験されている。この知識は変容的である。分離の幻想を解散させる。本当の愛を目覚めさせる。意志を現実の最も深い秩序と整合させる。そして、この整合から流れる智慧、健康、本当の歓び、そして全体への本当の奉仕。

Logosは、未知のままであるという意味で神秘的ではない。Logosは無限という意味では神秘的である――いかなる概念的フレームワークもLogosが何であるかの全体を含むことはできません。しかし、Logosは直接的かつ親密に全時間で経験することができます。これは人類の進む方法である。より多くの信念システムが権威のために競争するのではなく、直接知覚の覚醒。より多くの外部機関が神を仲介することを主張するのではなく、すべての存在がLogosを即座に知ることができる能力の段階的活性化。

これはHarmonismの基礎である。これは現在の年齢の呼び出しである。



参照: ダルマ――Logosとの人間の整合に関する姉妹教義的記事。Philosophy/Doctrine/Harmonic Realism――システム全体を接地する形而上学的スタンス。五つの魂の地図――存在論的スケールで収束証拠は、Logosの超文明的命名を教義的スケールで固定する。Philosophy/Horizons/The Way of Harmony――整合の生きた実践。自由とダルマ――宇宙的秩序、人間の代理人、および整合の間の関係。Logos and Language――Logosがいかに言語の構造に住み、支配するか。用語集――Logos、ダルマ、Ṛta、絶対者、虚無、宇宙、第5元素、チャクラシステム、限定不二論。
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